






















UHF帯RFID全般の要望
• タグコスト低下による適用アプリの増加（１００円⇒１０円以下）
• 装置台数の増加による通信機会の増大

• タグ性能向上による通信距離の増加がある一方、タグコンフュージョンなどの問
題も発生しやすくなる。MSが2チャンネルでは足りなくなる懸念あり。

• タグの大容量化（ID96bit⇒メモリ60kbit⇒さらに増加）により通信量と通信時間の
増加。チャネル束ねなどで短時間化を図りたいところであるが、
通信の安定性から、当社は現状実施していない。しかし市場の要求は強い。

• 一括読み取りのタグ数の増加（数十個⇒数百個）があり、こちらもチャネル束ねな
どによる高速通信が必要。
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キメラ総研の調査報告の
タグ数予測よりリーダ台数を

推定⇒

多数・大容量・高速・安定通信を実現するためには、現状の帯域だけでは、不十
分になる可能性あり。

将来的には、帯域拡張が必要と思われます

UHF帯RFID全般の要望




